
第３学年 組 音楽科 学習指導案 
 

学 校 名            

職・氏名  教諭・       

 

１ 日時・場所 平成 年 月 日（ ）  : ～ : ・第１音楽室 

 

２ 題材名   リズムのおもしろさを味わおう ～ヴォイスアンサンブルを通して～ 

Ａ表現（１）歌唱イ・ウ （３）創作イ 

〔共通事項〕リズム テクスチュア 構成 強弱 速度 音色 

 

３ 目 標 

○ リズムの反復、変化、重なり方に関心をもち、言葉によるアンサンブル表現を工夫する学習に

意欲的に取り組む。                     【音楽への関心・意欲・態度】 

○ アンサンブルを構成する素材どうしの重なり方や強弱の働きを理解し、自らの創作意図をもち、

表現を工夫する。                           【音楽表現の創意工夫】 

○ 他のパートとの関わり方を理解し、反復、変化、重なり方などの構成や全体のまとまりに留意

してアンサンブルを表現したり、つくったりするための技能を身に付ける。 【音楽表現の技能】 

 

４ 題材について 

（１）生徒について 

本校は「確かな学力を身に付け、生き生きと表現できる生徒の育成」を研究テーマとして、教

育活動を展開している。本学級の生徒は興味のある学習に対しては、自ら課題を追究し、最後ま

でやり遂げることができる。しかし、基礎学力が定着していないために学習に集中できない生徒

や、基本的な学習習慣が身に付いていない生徒がいるなどの課題も挙げられる。このような生徒

の現状から、学習の基礎・基本の充実を図り、主体的に学ぶ力や表現する力が育つことを目標と

し、日々の教育活動に取り組んでいる。 

本年度の歌唱表現の学習では、歌詞の内容や曲想を味わい、曲にふさわしい表現を工夫して美

しい発声、豊かな響きのある歌声で歌うことを目標に取り組んでいる。また、創作の学習では、

言葉の抑揚を生かしたリズム創作や、４小節のリズム創作に取り組んだ。しかし、教えられたこ

とを表現するという受け身の学習にすぎず、音楽の諸要素やその関わりを自ら感じ取り、理解し

て、自分の思いを表現するという、楽しさを感じ取るには至っていない。 

（２）題材について 

教材曲「おうまがとおる！」は、小林一茶の俳句を基に作られた三声からなる、

言葉によるリズムアンサンブル曲である。全21小節の中に、拡大されたリズムや、

反復、変化などの要素が用いられ、演奏することで楽しみながら、それらのリズ

ムの効果を実感することができる作品となっている。この曲を通して、「曲の仕

組み」や「リズムの重ね方」について理解を深めさせるとともに、仲間と心を一

つにして歌いあげることの成就感を味わわせたい。 

また、グループによる創作活動では、教材曲を参考にして、アンサンブルの素

材となる俳句の言葉の抑揚を感じ取り、音高とリズムで表現する。そして、リズ

ムの重ね方や曲の構成を工夫して、三声のヴォイスアンサンブルの創作に取り組

み、自らの思いや意図をもって表現を工夫した音楽づくりを体験させたい。 

（３）指導について 

 今回の創作活動では、素材となる俳句を各グループで選ばせ、全体の構成を工

夫したヴォイスアンサンブルの創作に取り組ませたい。生徒の音楽経験によって

個人差があるため、リズムパターンを示したヒントカードを活用したり、記譜の

仕方を工夫したりすることにより、個に応じた支援を積極的に行いたい。 

また、グループ学習における意見交換を通して、友達が考えた表現の意図を確

かめ合う場面を設定し、生徒が試行錯誤しながらよりよい表現を工夫する過程を

大切にしたいと考えている。 
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５ 教 材 
 ○ 「おうまがとおる！」（小林一茶の俳句より／滝口亮介 作曲） 
 
６ 題材の評価規準 

 音楽への関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 

題
材
の
評
価
規
準 

○ 言葉の特徴、音素材の特

徴、反復、変化、対照など

の構成や全体のまとまりに

関心をもち、それらを生か

してアンサンブル表現を工

夫する学習に主体的に取り

組もうとしている。 

○ 音楽を形づくっている要素で
あるリズムや強弱を知覚し、音
楽で表現したいイメージをも
ち、反復、変化、対照などの構
成や全体のまとまりを工夫し、
どのようにアンサンブルをつく
るかについて思いや意図をもっ
ている。 

○  言葉の特徴や反
復、変化、対照など
の構成や全体のまと
まりを生かした音楽
表現をするために必
要な技能を身に付け
ている。 

 
７ 指導と評価の計画（全４時間） 

次 ◎ねらい  ○学習活動 
評価の観点 

◇評価規準【評価方法】 
共通
事項 関 創 技 

第
一
次
（
１
時
間
） 

◎ リズムの反復、変化、重なり方のおもしろさを味わおう。 

○ 本題材の学習内容に見通し
をもつ。 

○ 「おうまがとおる！」のア
ンサンブルに取り組む。 

○ アンサンブルの全体像をイ
メージし、それを目指して表
現の方法を工夫する。 

  

① 
 

 ① ◇ 言葉のリズムや抑揚に興味をも
ち、意欲的にアンサンブルに取り
組もうとしている。［関①］【観
察】 

◇ 読譜力や、拍に合わせたスリズ
ムの表現など、曲にふさわしい音
楽表現をするために必要な技能を
身に付けて表現している。 

 ［技①］【観察】 

リズム 
テクスチュア 
音色 
強弱 
 

第
二
次
（
２
時
間
） 

◎ アンサンブルを構成する素材どうしの重なり方や強弱の働きを理解し、アンサンブルの

創作に取り組む。 

○ 交互唱、音の拡大、全パー

トのユニゾンなどの方法によ

りさまざまな重なり方がある

ことを理解する。 

○ グループでヴォイスアンサ

ンブル曲を創作する。 

 ① ② ◇ 言葉やリズム、強弱、構成など

音楽を形づくっている要素を生か

してアンサンブルをしたり、つく

ったりするための技能を身につけ

て表現している。 

［技②］【観察・ワークシート】 

◇ 反復、変化、対照などの構成や

音の重ね方などを知覚し、それら

の働きが生み出す特質や雰囲気を

感受しながら、それらを生かした

音楽表現を工夫し、どのように表

現するかについて思いや意図をも

っている。［創①］ 

【観察・ワークシート】 

リズム 
テクスチュア 

構成 

強弱 

第
三
次
（
１
時
間
・
本
時
） 

◎ 自分たちのイメージしたアンサンブルを表現するための表現方法を工夫する。 

○ クライマックスや曲の終わ

りをどのように表現するか、

自らの思いや意図をもって工

夫する。 

○ 他のグループの発表を聴

き、工夫できているところに

ついての感想をもつ。 

 ②  

 

 

 

 

 

◇ 言葉やリズム、速度、強弱、構

成など音楽を形づくっている要素

を知覚し、それらの働きが生み出

す特質や雰囲気を感受しながら、

自らの思いや意図をもって表現を

工夫している。［創②］ 

【観察・ワークシート】 

リズム 
テクスチュア 

構成 

速度 

強弱 

音色 



８ 本時の指導 
（１）目 標 
   自分たちのイメージしたアンサンブルを創作するための表現方法を工夫させる。 
 
（２）本時の指導に当たって 

どのようにアンサンブルをつくるかについて試行錯誤しながら思いや意図をもたせ、リズム、
速度、強弱、構成、などの音楽を形づくっている要素を工夫させ、根拠のある表現に取り組ませ
たい。 

 
（３）展 開 

学習の流れ 形 態 ○指導上の留意点 ◎評価（評価方法） 

１ 既習曲を歌う。 

 ・ 「校歌」「おそすぎないうちに」 

一 斉 

 

○ 心を込めて歌うことができるように、

歌詞や強弱などについて確認させる。 

２ これまでの学習を振り返る。 

・ 「おうまがとおる！」 

パート練習 アンサンブル 

・ リズムの重ね方について                 

３ 本時の目標を明らかにする。 

 

 

４ アンサンブルを創作する。 

 

 

  

・ 全体の曲の流れを確認する。 

  

 

 

・ 思いや意図を伝え合い、表現し

たいイメージをもつ。 

・ 音楽を形づくっているどの要素

を変化させるか話し合い、音楽表

現を工夫する。 

 

 

 

 

・ 工夫した点について説明し、互

いの演奏を聴き合う。 

 

５ 本時を振り返りながら、教師の話

を聞く。 

一 斉 

 

 

 

 

 

 

 

グループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一 斉 

 

 

○ ヴォイスアンサンブル特徴や面白さに

ついて確認する。 

 

 

 

 

 

○ イメージを深めさせるために、リズム

素材と全体の構成を確認させる。 

 

○ 音楽表現を工夫するための手掛かりと

して、音楽を形づくっている要素を提示

する。 

○ 工夫した内容を演奏につなげるため、

変化させた要素をワークシートに記入さ

せる。 

◎ 音楽を形づくっている要素を知覚し、

それらの働きが生み出す特質や雰囲気を

感受しながら、音楽で表現したいイメー

ジをもち、どのように音楽をつくるかに

ついて思いや意図をもっている。（観

察・ワークシート） 

○ 聴く側には、発表後に感想を返させる

ために、自分たちの工夫した点を他のグ

ループがどのように表現しているか意識

しながら聴かせる。 

 

○ 本時の授業を評価し、創作活動のまと

めをする。 

 
 
９ 授業評価の視点 
（１）教材解釈力 
   ヴォイスアンサンブルの創作活動が、自らの思いや意図をもって表現を工夫する学習となった

か。 
（２）授業実践力 
   グループ活動において、考えを深めるための教師の言葉掛けは適切であったか。 
 

表現方法を工夫し、アンサンブルを完成させよう。 

創作した音楽を通して演奏しよ

う。 

 

音楽表現を工夫しよう。 

アンサンブルの練習をし、発表 

しよう。 


